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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受波する超音波振動子と、
　前記超音波振動子に送信信号を供給する送信回路と、
　前記送信回路を制御する手段であって、一時的に送信パワーを上げる一時的パワーアッ
プ制御を実行する送信制御手段と、
　を含み、
　前記送信制御手段は、前記一時的パワーアップ制御において、送信パワーを規定レベル
から高感度レベルまで一時的に上昇させ、その後、送信パワーを高感度レベルから規定レ
ベル以下の低感度レベルに変化させ、その後に更に送信パワーを前記低感度レベルから規
定感度レベルへ復帰させることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　超音波を送受波する超音波振動子と、
　前記超音波振動子に送信信号を供給する送信回路と、
　リアルタイムで動画像を表示している場合において、一時的パワーアップ後のフリーズ
をユーザー指示するためのフリーズスイッチと、
　前記送信回路を制御する手段であって、前記フリーズスイッチの操作があった場合に、
その直後に規定レベルから一時的に送信パワーを上げた後に送信を停止させ、その後のフ
リーズ解除により規定レベルの送信パワーで送信を開始させる制御を実行する送信制御手
段と、
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　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　超音波を送受波する超音波振動子と、
　前記超音波振動子に送信信号を供給する送信回路と、
　一時的パワーアップをユーザー指示するための感度アップスイッチと、
　前記送信回路を制御する手段であって、設定された時間幅内で前記感度アップスイッチ
がオンし続けている間に限って一時的に送信パワーを上げる一時的パワーアップ制御を実
行する送信制御手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は超音波診断装置に関し、特に送信パワー制御に関する。
【０００２】
【従来の技術及びその課題】
超音波診断装置に関しては、国内的及び国際的に、生体の安全上、各種の法令や規格が存
在している。それらの安全条件を遵守して、超音波診断が遂行され、例えば、そのような
安全条件（及び各メーカー独自の安全規格）を満足するように、超音波探触子の発熱に関
して、送信パワーの上限などが設定される。
【０００３】
送信パワーは感度（あるいは超音波画像の画質）に密接に関連し、疾病診断に当たっては
、当然のごとく、より感度を高めることが望まれる。但し、安全条件は十分に遵守する必
要があるために、送信パワーには必然的な上限が存在する。
【０００４】
ここで、送信パワーの安全条件に関しては、一般に、平均パワーの上限と瞬時パワーの上
限とがある。通常の使用態様においては、平均パワーの上限により、送信条件がかなりの
制約を受ける。
【０００５】
本発明の目的は、安全性を維持しつつ感度を向上することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
（１）本発明は、超音波を送受波する超音波振動子と、前記超音波振動子に送信信号を供
給する送信回路と、前記送信回路を制御する手段であって、一時的に送信パワーを上げる
一時的パワーアップ制御を実行する送信制御手段と、を含む超音波診断装置に関する。
【０００７】
上記構成によれば、一時的パワーアップ制御によって、一時的に（つまり、暫定的に）、
高感度の状態を構築できる。パワーアップは定常的あるいは長時間でないために（短時間
であるので）、瞬時パワーの安全条件を満たしていれば、平均パワーへの影響はそれほど
なく、安全性と感度を両立できる。望ましくは、一時的パワーアップ制御を行って形成さ
れた超音波画像は、観察評価用の特別の画像であるために、フリーズされ、あるいは、画
像記憶される。
【０００８】
望ましくは、前記一時的パワーアップ制御に係るパワーアップ時間は、ビーム単位又はフ
レーム単位で決定される。ここで、各種の送受信条件を考慮すると、一般的には、前記一
時的パワーアップ制御に係るパワーアップ時間は、４ｍｓｅｃ～６０ｓｅｃの範囲内で設
定されるのが望ましく、特に、前記一時的パワーアップ制御に係るパワーアップ時間は、
３０ｍｓｅｃ～１ｓｅｃの範囲内で設定されるのが望ましい。なお、安全面などで問題が
なければ、上記にあげた時間幅を越える時間幅にわたって（あるいは下回る時間幅として
）、一時的パワーアップを行ってもよい。また、そのパワーアップ期間内において、送信
パワーは一定であるのが望ましいが、目的に応じて変動させてもよい。
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【０００９】
望ましくは、前記送信制御手段は、前記一時的パワーアップ制御において、送信パワーを
規定レベルから高感度レベルまで一時的に上昇させ、その後、送信パワーを高感度レベル
から規定レベルに復帰させる。規定レベルは、パワーアップの基準となるレベルであって
、通常、パワーアップ制御前の送信パワーのレベルであるが、規定レベルを装置上でのデ
フォルトレベルあるいはプリセットレベルとしてもよい。高感度レベルは安全条件の範囲
内において、手動で又は自動的に設定される。その場合において、感度優先又はパワーア
ップ期間優先を選択できるようにしてもよい。
【００１０】
望ましくは、前記送信制御手段は、前記一時的パワーアップ制御において、送信パワーを
規定レベルから高感度レベルまで一時的に上昇させ、その後、送信パワーを高感度レベル
から規定レベル以下の低感度レベルに変化させる。望ましくは、前記低感度レベルに復帰
させた後に更に送信パワーを前記低感度レベルから規定感度レベルへ復帰させる。一時的
にパワーアップした後にパワーダウンを行えば、平均パワーを維持できあるいはその増大
を抑制できる。例えば、感度優先かつパワーアップ期間優先で短時間パワーアップを行っ
たような場合には、それに応じてパワーダウン時のパワーレベル及びその期間を設定する
ようにしてもよい。なお、短時間のパワーアップに先立って短時間のパワーダウンを行う
こともできる。上記の高感度レベルは、望ましくは規定レベルよりも１～２０ｄＢ高いレ
ベルであり、上記の低感度レベルは、望ましくは規定レベルよりも１～２０ｄＢ低いレベ
ルである。もちろん、安全条件などを遵守しつつ、それらの範囲外のレベルを定めること
もできる。
【００１１】
望ましくは、前記送信制御手段は、前記一時的パワーアップ制御において、送信パワーを
規定レベルから高感度レベルまで一時的に上昇させ、その後、送信を停止させる。望まし
くは、前記短時間パワーアップ制御はフリーズ操作に連動して実行される。フリーズ時に
は送信停止されるため、パワーアップの時期としては好都合である。パワーアップはフリ
ーズ直前の１フレームだけでもよいが、シネメモリなどに複数フレームの超音波画像が格
納される場合には、複数フレームにわたってパワーアップを行ってもよい。
【００１２】
望ましくは、前記送信制御手段は、法令や規格等の安全条件を満たす範囲で前記短時間パ
ワーアップ制御を実行する。望ましくは、前記送信制御手段は、前記安全条件を満たす範
囲でパワーアップ時間幅（パワーアップの時間）を決定する。
【００１３】
望ましくは、前記送信制御手段は、過去の短時間パワーアップ制御を考慮して現在の短時
間パワーアップ制御の実行可否を判定する。短時間パワーアップ制御が頻繁に繰り返され
ると、平均パワーが結果としてかなり上昇してしまうこともあるので、過去の送信条件の
履歴などを参考にするのが望ましい。
【００１４】
望ましくは、過去の一時的パワーアップ制御の履歴情報を記録するメモリを含み、前記送
信制御手段は前記メモリ上の履歴情報を参照し、それに基づいて前記一時的パワーアップ
制御を実行する。そのメモリには、過去の一時的パワーアップ制御の履歴情報のみならず
、送信条件の全体を格納しておくようにしてもよい。
【００１５】
望ましくは、前記送信制御手段は、現状の装置動作条件に応じてパワーアップ条件を決定
する。装置動作条件には、超音波振動子（あるいは超音波探触子）の種別、動作モード、
送信諸条件などを上げることができる。
【００１６】
望ましくは、前記一時的パワーアップ制御の実行可否の情報をユーザーに提供する手段を
含む。この構成によれば、現在、短時間パワーアップ制御を行えるのか否かをユーザーが
認識できるので、ユーザーの便宜を図れる。
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【００１７】
望ましくは、前記一時的パワーアップ制御においては、送信パルスの波数、送信パルスの
パルス幅、送信パルスの送信繰り返し時間、同一ビーム方位への送信パルスの送信繰り返
し回数及び送信電圧の少なくとも１つが可変される。
【００１８】
（２）本発明は、超音波を送受波する超音波振動子と、前記超音波振動子に送信信号を供
給する送信回路と、一時的パワーアップをユーザー指示するための操作手段と、前記送信
回路を制御する手段であって、前記一時的パワーアップのユーザー指示があった場合に、
一時的に送信パワーを上げる一時的パワーアップ制御を実行する送信制御手段と、を含む
超音波診断装置に関する。
【００１９】
上記ユーザー指示には、フリーズ操作が含まれるが、それ以外にも、例えば、患部への走
査面の位置決めがなされ、検査レポート用の超音波画像を取り込みを指示する入力であっ
てもよい。
【００２０】
望ましくは、前記ユーザー指示はフリーズ操作であり、前記送信制御回路は、送信パワー
を一時的に上げた後に送信を停止させる。フリーズ時には、送信が停止されることを前提
として、その直前において送信パワーアップを図るものである。
【００２１】
（３）本発明は、超音波を送受波する複数の振動素子からなるアレイ振動子と、前記複数
の振動素子に送信信号を供給する送信回路と、前記送信回路を制御する手段であって、前
記複数の振動素子の一部について、一時的に送信パワーを上げる一時的パワーアップ制御
を実行する送信制御手段と、を含む超音波診断装置に関する。
【００２２】
上記構成によれば、振動素子の全部ではなく一部の振動素子について送信パワーアップが
行われる。よって、１走査面内においてパワーアップが不必要な領域にまで行われてしま
う問題を回避して、必要な部分を効果的に感度アップできる。
【００２３】
望ましくは、前記アレイ振動子にて形成される超音波ビームが電子走査され、これにより
走査面が形成される場合に、その走査面内に設定された部分領域に対して感度が上昇する
ように、前記複数の振動素子の一部について前記一時的パワーアップ制御が実行される。
部分領域は、ズーム対象領域、計測を行う関心領域、ドプラ観測領域などであってもよい
。
【００２４】
（４）本発明は、超音波を送受波する超音波振動子と、前記超音波振動子に送信信号を供
給する送信回路と、前記送信回路を制御する手段であって、一時的に送信信号の送信パワ
ーを上げる一時的パワーアップ制御を実行する送信制御手段と、前記超音波振動子から出
力される受信信号に基づいて超音波画像を構成する画像形成手段と、前記超音波画像を表
示する場合に、前記一時的パワーアップ制御に係る超音波画像についてはそれを表す情報
を併せて表示する手段と、を含む超音波診断装置に関する。
【００２５】
上記構成によれば画像観察時においてどの画像が特別な感度アップ画像であるかを認識で
きる。
【００２６】
なお、超音波探触子に設けられた入力器を用いてパワーアップを指示させるようにしても
よいし、操作パネル上のボタン操作によって指示させるようにしてもよい。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００２８】
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図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその全
体構成を示すブロック図である。
【００２９】
プローブ８は生体表面に当接して用いられ、あるいは体腔内に挿入して用いられる超音波
探触子である。プローブ８は複数の振動素子１２からなるアレイ振動子１０を有している
。このアレイ振動子１０より超音波ビームが形成され、その超音波ビームを電子走査する
ことにより、走査面が形成される。電子走査方式としては電子リニア走査や電子セクタ走
査などをあげることができる。
【００３０】
アレイ振動子１０には、送信回路１４及び受信回路１６が接続されている。送信回路１４
は、各振動素子１２に対して送信信号を供給する回路である。送信信号の電圧やパルス数
（波数）を可変することにより、送信パワーを制御することができる。
【００３１】
送信回路１４はいわゆる送信ビームフォーマーとして機能し、一方、受信回路１６は受信
ビームフォーマーとして機能する。すなわち、受信回路１６には複数の振動素子から出力
された複数の受信信号が入力され、受信回路１６はそれらの受信信号に対して整相加算処
理などを実行し、その整相加算処理後の受信信号を出力する。
【００３２】
制御部１８は超音波診断装置全体の動作制御を行っており、その制御部１８は本実施形態
において送信制御部２０を有している。その送信制御部２０はパワーアップ制御部として
機能している。すなわち、安全条件を満たす範囲内において、短時間あるいは瞬時的に送
信パワーを上げて感度の向上を図る動作制御を実行する。これについては後に各種の例を
用いて説明する。
【００３３】
制御部１８には入力部２２が接続されている。この入力部２２は本実施形態において操作
パネルによって構成される。この操作パネルにはフリーズスイッチや感度アップスイッチ
などが設けられている。フリーズスイッチは周知のようにリアルタイムで動画像を表示し
ている場合において特定の時相の画像を静止画として表示させる場合にオンされる。感度
アップスイッチはそのようなフリーズ以外の場合においてパワーアップ制御を明示的に行
わせたい場合に操作されるスイッチである。
【００３４】
そのような感度アップスイッチあるいはフリーズスイッチに加えて、あるいはそれに代え
て、プローブ８にスイッチ１１を設けることもできる。すなわち、そのスイッチ８はたと
えば感度アップスイッチとして機能するものである。プローブ８にそのようなスイッチ１
１を設けることにより、操作性を向上できるという利点がある。
【００３５】
信号処理部２４は、各種の動作モードに応じて受信信号に対して所定の処理を実行する。
具体的には、信号処理部２４は、Ｂモード用信号処理部、ドプラ用信号処理部、カラード
プラ信号処理部などによって構成される。もちろん他の動作モードに対応した構成を有し
ていてもよい。
【００３６】
表示処理部２６はたとえばデジタルスキャンコンバータ（ＤＳＣ）によって構成されるも
のであり、この表示処理部２６は従来装置と同様に座標変換機能や補間機能などを有して
いる。本実施形態においては表示処理部２６が制御部１８の制御の下、超音波画像に対し
てパワーアップ可否情報やパワーアップ画像特定情報などを合成して付加する機能を有す
る。
【００３７】
送信制御部２０は、本実施形態において、上述したように、短時間のパワーアップ制御を
実行するが、その場合において過去のパワーアップ制御の履歴を有しており、たとえば過
去に頻繁にパワーアップ制御が実施され、これ以上パワーアップ制御を実施すると安全条
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件を満たさなくなるような場合にはパワーアップ制御の実行禁止を判定する。そのような
判定がなされた場合、あるいは実行が許可されている場合には、その旨を表す情報が超音
波画像と一緒に表示される。これについては後に図６を用いて説明する。また、パワーア
ップ実行中において形成された超音波画像は通常の超音波画像と感度面で相違しており、
そのパワーアップ画像をユーザーが誤認することのないように、本実施形態においては超
音波画像と共にパワーアップ画像特定情報が表示されている。これについても後に図６を
用いて説明する。なお、過去のパワーアップ制御の履歴情報についてはメモリ上に記録し
、送信制御部２０がその履歴情報を参照して、パワーアップ制御の可否やその条件を決定
するようにしてもよい。
【００３８】
表示部２８には、そのような情報を備えた超音波画像が画像表示される。その超音波画像
としてはＢモード画像、ドプラ画像、カラーフローマッピング画像、Ｍモード画像などの
各種の画像を上げることができ、さらに複数のモードを結合した複合モードに対応する超
音波画像が表示されてもよい。
【００３９】
上記の送信制御部２０は、上記のようにパワーアップ制御において安全条件を遵守できる
か否かの判定を行っており、その安全条件を遵守できる範囲内において短時間のパワーア
ップを可能としている。その場合において、上述したように過去のパワーアップ制御の履
歴がたとえばログ情報として管理されており、また、送信制御部２０は現在における装置
の動作条件（送信条件や動作モードなど）を考慮してパワーアップ条件を決定する。その
パワーアップ条件には、電圧値及び時間幅が含まれる。但し、送信パルスの波数、送信パ
ルスのパルス幅、送信パルスの送信繰り返し時間、同一ビーム方位への送信パルスの繰り
返し回数などを制御してもよい。また、どの条件を制御するかはユーザーに設定させても
よい。パワーアップ期間の後にパワーダウン期間を設定し、時間軸上において平均してみ
た場合に、平均パワーが安全条件を超えないように制御するのが望ましい。また、フリー
ズ操作がなされた場合には、静止画像が表示され、その後送信は停止されるため、それを
前提としてフリーズに先立って送信パワーをアップする制御が実行される。この場合にお
いては、一般にフリーズ期間はある程度の長さとなるためより積極的なパワーアップを行
うことも可能である。
【００４０】
なお、一時的パワーアップ制御に係るパワーアップ時間は、ビーム単位又はフレーム単位
で決定されるのが望ましい。前者は例えばＭモードやドプラモードなどで時間単位とされ
てもよく、後者はＢモードやカラーフローマッピングモードで時間単位とされてもよい。
ここで、フレームレート、送信パルス繰り返し周波数、診断深度などの各種の条件を考慮
すると、パワーアップ制御に係るパワーアップ時間は、４ｍｓｅｃ～６０ｓｅｃの範囲内
で設定されるのが望ましく、特に、３０ｍｓｅｃ～１ｓｅｃの範囲内で設定されるのが望
ましい。但し、場合によっては、それらの範囲を上回るあるいは下回る条件を採用するこ
とも可能である。
【００４１】
次に、図２～図７を用いて各種のパワーアップ制御について説明する。
【００４２】
図２には、送信シーケンスが示されており、横軸は時間軸である。これは図３及び図７に
ついても同様である。
【００４３】
図２の（Ａ）に示されるように、パワーアップを行わせる指令Ｓが発生すると、図１に示
されるように送信信号のパルスの高さすなわち振幅が増大される。ここにおいてその振幅
の増大量がＨにより表されている。具体的には送信電圧を高めることにより送信パワーが
アップされる。そして、送信パワーアップの時間幅Ｔ１はたとえば自動的に演算されある
いはユーザーのボタン操作などにより明示的に決定される。もちろん安全条件を満たすよ
うにその時間幅の上限が定められる。
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【００４４】
（Ｂ）に示されるように、送信電圧の可変ではなく、送信パルスの時間的な幅すなわちパ
ルスの数（波数）を増加させることにより送信パワーアップを図ることも可能である。図
２に示されるように、期間Ｔ２内においては通常のパルス幅Ｗ１に比べてそれよりも広い
パルス幅Ｗ２をもった送信信号がアレイ振動子に供給される。ちなみに、パワーアップ期
間については通常はフレームを単位とするのが望ましいが、後に説明するように１フレー
ム内における特定の領域についてのみ送信パワーを上げるようにしてもよい。
【００４５】
また、（Ｃ）に示されるように、期間Ｔ３内において、波数を増加させるようにしてもよ
い。通常の状態では、Ｗ３に示すような少ない波数で送信が行われ、パワーアップの期間
Ｔ３ではＷ４で示すようにそれよりも多い波数で送信を行うものである。これ以外にも各
種の送信パラメータを制御して、送信パワーアップを実現できる。なお、パワーアップ前
の規定レベルは、現在状態であるが、それはデフォルト条件あるいはプリセット条件によ
って定めるようにしてもよい。これは、パワーアップレベルについても同様である。いず
れの条件もマニュアル設定により、あるいは、自動設定により、固定的に設定あるいは可
変設定することができる。
【００４６】
図３には、フレームを単位とする各種の送信パワーアップ制御が示されている。まず（Ａ
）においては、通常フレーム１００であるフレームＦ３において送信パワーアップの指令
Ｓが発生すると、その直後のフレームＦ４から所定のフレーム数分だけ送信パワーが高め
られる。ここではフレームＦ４からフレームＦ６までがパワーアップフレーム１０２とさ
れている。したがって、ユーザーは瞬間的に高感度の超音波画像を観察することができる
。もちろんそのようなパワーアップ期間はたとえば数秒に設定することも可能である。も
ちろん安全条件を遵守する必要がある。
【００４７】
（Ｂ）に示される場合には、パワーアップの指令Ｓが発生した後のフレームＦ４とＦ５が
パワーアップフレーム１０２とされ、それに続く２つのフレームＦ６，Ｆ７がパワーダウ
ンフレーム１０４とされている。このようにパワーアップフレームとパワーダウンフレー
ムとを組み合わせることにより時間軸上で平均的にみた場合に送信パワーを一定値以下に
抑えることができる。もちろん、（Ｂ）に示すようなパワーアップ及びパワーダウンの制
御を行うと画像がフラッシングしているように見える場合には、それぞれのフレームにつ
いて重み付けを行って徐々に感度が高められてから徐々に感度が下げられるようにしても
よい。これはパワーダウンフレーム１０４から通常のフレームに移行する場合においても
同様である。
【００４８】
　（Ｃ）において、フリーズの指令Ｒ１が発生すると、図示のように直後のフレームＦ４
がパワーアップフレーム１０２とされ、かつ、そのフレームＦ４が静止画像としてフリー
ズされる。したがってユーザーは感度の高い超音波画像をフリーズ画像として観察するこ
とが可能となる。もちろん、フリーズの直前１フレームだけではなく複数のフレームにわ
たってパワーアップフレームを設定することも可能である。その場合においてはシネメモ
リ内にそれらのフレームの画像を格納しておき、シネループ再生を利用して所望の超音波
画像を選択してそれを画像表示できるという利点がある。フリーズ後にフリーズ解除の指
令Ｒ２が発生すると、その後、通常フレームがくり返し表示される。
【００４９】
（Ｄ）に示されるように、ユーザーがたとえばボタンなどによって構成される感度アップ
スイッチをオンし続けている間に限ってパワーアップフレーム１０２を設定するようにし
てもよい。その場合においては安全条件を満たすように別途時間幅１０４の上限が設定さ
れ、その時間幅の最後が先に到来する場合には、ユーザーの感度アップスイッチ操作にか
かわらずに強制的に感度アップが停止される。この構成によれば、安全条件を遵守しつつ
も、ユーザーが感度アップの期間を自由に設定できるため、その操作性を向上できるとい
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う利点がある。
【００５０】
図４には、超音波ビームＢを電子走査することによって形成される走査面が示されている
。図４に示す例は電子セクタ走査が行われる場合の例である。その走査面内にたとえば関
心領域１１０が部分的に設定された場合、その関心領域内を構成する＃ｉ～＃ｊの複数の
超音波ビームについて送信パワーアップを行うようにしてもよい。ちなみに、それ以外の
超音波ビームについては通常パワーで送信がなされることになる。
【００５１】
また、図５に示されるように、電子リニア走査が行われる場合において、走査面内に＃ｉ
から＃ｊまでの範囲にわたって関心領域１１０が設定された時には、当該関心領域１１０
に対応する超音波ビームについてだけ送信パワーアップを行うようにしてもよい。この場
合においては結果としてアレイ振動子１０を構成する全振動素子の中で特定の一部分の振
動素子のみが送信パワーアップの対象とされることになる。図５においてはそのようなパ
ワーアップされる範囲が符号１０Ａで示されている。
【００５２】
図６には、表示部２８における表示画面３０が示されている。符号３２にはたとえばＢモ
ード画像を示しており、そのＢモード画像がパワーアップ画像であれば、そのＢモード画
像３２と対応づけてパワーアップ画像特定情報３４が表示される。このパワーアップ特定
情報は文字あるいはマークなどであってもよいし、あるいは他の視認性ある情報であって
もよい。また、ユーザーが明示的にパワーアップの指示を行えるような場合には、表示画
面３０内に現在においてパワーアップを行えるか否かを示すパワーアップ可否情報３６を
表示するようにしてもよい。このようなパワーアップ可否情報３６も文字あるいは所定の
マークなどによって構成することができる。
【００５３】
次に図７及び図８には複合モードにおけるパワーアップ制御の例が示されている。
【００５４】
たとえば図７に示されるように、白黒断層画像とカラードプラ画像とを合成表示するカラ
ーフローマッピングモードにおいては、従来同様に各ビームアドレスごとに１回のＢモー
ド送信と複数回（たとえば１０回）のカラードプラ用送信とが実行されるが、その場合に
おいて、たとえばカラードプラ用送信Ｄ１～Ｄｎをパワーアップ送信とし、Ｂモード送信
については通常送信とするようにしてもよい。もちろん、そのようなパワー送信が行われ
るのはパワーアップ期間内におけるフレームを構成する場合である。これは図８に示す場
合についても同様である。図８にはいわゆるＢモードとドプラモードとが併せられた複合
モードにおける送信シーケンスが示されている。ここで、＃ｉ番目のビーム方位について
間欠的にドプラ計測用のビームが設定されている。そして、Ｂモード用の各ビームアドレ
スについての送信は通常送信とされており、ドプラ計測用のビームについてはパワーアッ
プ送信が実行されている。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、安全性を維持しつつも感度を向上させて超音波画
像の画質を高められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【図２】　送信パワーアップ制御における動作シーケンスの一例を示す図である。
【図３】　送信パワー制御における動作シーケンスの他の例を示す図である。
【図４】　電子セクタ走査が行われる場合における送信パワー制御を説明するための図で
ある。
【図５】　電子リニア走査が行われる場合における送信パワーアップ制御を説明するため
の図である。
【図６】　表示画像に表示される各種の情報を説明するための図である。
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【図７】　カラーフローマッピングモードにおける送受信シーケンスを説明するための図
である。
【図８】　Ｂモードとドプラモードとが複合された複合モードを実行する場合における送
受信シーケンスを説明するための図である。
【符号の説明】
８　プローブ、１０　アレイ振動子、１２　振動素子、１４　送信回路、１６受信回路、
１８　制御部、２０　送信制御部（パワーアップ制御部）、２２　入力部、２４　信号処
理部、２６　表示処理部、２８　表示部。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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